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1． 目的 
全国聴覚障害教職員協議会(以降，全聴教)による調査で

は，平成 26 年 6 月現在で 424 名の聴覚障害のある教職員

が就労しているとされており，このうち教員免許状を所有

する教育職員(以降，教員)は，約 330 名と見られている。 
聴覚障害教員の教職遂行時には，児童生徒・保護者・同

僚との関係形成におけるコミュニケーション障害の課題に

より，ストレスが深められることから，就労の際には，情

報保障と周囲との円滑なコミュニケーションや関係形成に

係る環境整備が求められている(奥沢・廣田：2016)。 
一方，聴覚障害教員の就労上のコミュニケーション等の

障害状況や当事者の意識などと，ストレス状況とを関連付

けた調査は少なく，当事者のメンタルヘルスに関しての資

料は十分とはいえない。聴覚障害教員のストレスと聴覚障

害にかかわるストレッサーの関係性を明らかにし，ストレ

ス軽減のための方向性を探る必要があると考える。 
そこで，本研究では，就労におけるストレッサーの存在

を検証し，ストレスとストレッサーの関連性を検討するこ

とを目的とする。 
2． 対象と方法 
全国の聴覚障害教員を対象とし，郵送による自記式質問

紙法と WEB 調査を実施した。質問項目は，就労状況や課

題，対応などの 4 カテゴリで構成し，4 件法で回答を求め

た。探索的因子分析（主因子法，promax 回転）を用いて

因子構造を検討した。各下位尺度得点をもとにストレス反

応に関与する要因間の差を比較検討し，重回帰分析によっ

てストレス反応を規定する要因を検討した。 
3． 結果 
 141 名より回答を得て，回答に不備があったもの等を除

いた 120 名を有効回答とした。 
１）個人属性 
男性 61 名，女性 59 名で，平均 35.2±9。5 歳と，20～

30 歳代が 72%を占めた。平均聴力レベル（良聴耳）は，

平均 97.1±16.6 dB で，70～99dB の高度難聴例 30 名

(21.4%)，100dB 以上が 80 名(66.7%)を占めた。軽・中等

度難聴例が 10 名(8.3%)であった。聾学校勤務者 109 名(聾
学校群)と通常校勤務及び聴児対象の特別支援学校勤務者

11 名(通常校群)であった。 
２）ストレス反応 
３因子が抽出され，先行研究（田尾・久保:1996）の３因

子構造と一致した。第 1 因子は，仕事に対する意欲・情熱

が減じる傾向を表す因子として「情緒的消耗感」（7 項目 α
係数=0.896），第 2 因子は，仕事への達成感を表す因子と

して「達成感の後退」（6 項目 α係数=0.840），第 3 因子は，

バーンアウトの様相を示す因子として「脱人格化」（3 項目 
α係数=0.811）と命名した（寄与率 55.6%）。 
３）聴覚障害ストレッサー 

5 因子が抽出され，第１因子は，当事者の聴覚障害によ

る困難さの因子として「聴覚障害の制約」（5 項目 α係数

=0.800），第２因子は，当事者に対する職場の支援による

因子として「職場の理解・支援」（4 項目 α係数=0.764），
第３因子は，児童生徒の教育場面での関係形成に関する因

子として「児童生徒との関係」（4 項目 α係数=0.734），第

４因子は，保護者の連携や関係調整の因子として「保護者

との関係」（4 項目 α係数=0.713），第５因子は，当事者の

就労上の不安等の因子として「聴覚障害による不安・懸念」

（3 項目 α係数=0.635）と命名した（寄与率 50.9%）。 
４）ストレス反応の重回帰分析(表１) 
聴覚障害のある教員のストレス反応が，どのような諸要

因に規定されているのかを検討するため，ストレス反応を

目的変数，聴覚障害ストレッサー５因子に関する下位得点

を説明変数とした重回帰分析を行った。変数は強制投入と

した。ストレス反応を基準変数とした聴覚障害ストレッサ

ー下位得点の影響は，重決定係数が.382 であり，0.1%水準

で有意な値であった。ストレス反応に対して，聴覚障害ス

トレッサーと「職場の理解・支援」の悪さ，「聴覚障害の制

約」感，「聴覚障害による不安・懸念」の各変数は，標準偏

回帰係数（β）が有意であり，影響を及ぼすことが示され

た。 
表１ ストレス反応と 

聴覚障害ストレッサーの関与：重回帰分析 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

4． まとめと考察 
本研究では，全国の聴覚障害教員の就労におけるストレ

ッサーの存在を検証し，ストレスとストレッサーの関連性

を検討した。聴覚障害教員のストレス反応については，職

場の理解・支援の悪さ，聴覚障害の制約と，それに伴う不

安・懸念の聴覚障害ストレッサ―が規定要因となることが

示された。 
聴覚障害による困難については，主にコミュニケーショ

ンの成立と正確な情報入手に関する基盤の整備が必要であ

り，聴覚障害教員の就労の改善に際しては，職場の理解・

支援に立脚した職場環境の整備を進めていく重要性が示唆

された。 
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